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神戸高校 課題研究 カリキュラム改変の概要 
課題研究の２０１３年度までのカリキュラムと２０１４度以降に導入したカリキュラムの対比 

 

 

 

 

 

 
  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年サイエンス入門で度新しく導入したカリキュラム 

約半年間の活動の「プレ課題研究」を年間の取組みの中心にするなど大幅に変更した。 

（１）プレ課題研究，合同発表会の実施（9月～2月）… ブレインストーミングで興味が近い生徒でグループを組み，その

グループがテーマ設定をし，主体的に研究活動に取り組む（5ヶ月間）。自ら学ぶことを大切にするために，アクティブ・ラ

ーニング的な活動を目指すことにし，さらに，失敗から多くのことを学ぶという観点から，教員の介入を必要最小限に留め

ることにした。自らの活動をポスターにまとめ，合同発表会を通して，ポスター作成等の基本的な技術を習得し，外部に発

表するために必要な技術，準備等について気づかせるように配慮した。 

（２）課題発見講座（1月～3月）… 本校の課題研究の把握，課題研究の研究室訪問，2年次の課題研究に向けての取組。

振り返りワークショップの実施等 

研究開始 

担当者８人がプレゼンテーション 

担当者ごとにブースを設け、興味ある

生徒がさらに詳しい内容を聞く。生徒

はいくつかのブースを回って自分の

興味関心と重なる担当者を選ぶ 

2013年度までの課題研究 

担当者とともにグループ内でディスカ

ッションを行いテーマを決定 

担当者ごとに生徒がグループを作る 

研究テーマ設定への

担当者の関与が大き

い 

＜2014年度以降の課題研究＞ 

希望調査によるグループ分け 

課題研究希望調査（第１回） 
研究内容と大きなカテゴリー（物・化・生・地・生活科学・数学・その他）を調査 

課題研究希望調査（第２回） 
希望する具体的な研究内容を調査 

大きなカテゴリーごとに大グループを作り、グループディスカッション 

自分の希望する研究内容をお互いプレゼンテーションする 

大グループから、研究グループに分離 

研究グループを暫定的に決定 

グループ内の生徒達の中でディスカッションを行いテーマを決定 

グループ間の移動 

研究グループの固定化 

７月プログレスレポート 

テーマの修正 

11月中間発表会 11月中間発表会 

1月論文提出 

2月課題研究発表会 
1月論文提出 

2月課題研究発表会 

生徒自らが研究テーマを設定 

グループ間の移動 

希望調査後、論文の検索方法の講義などで研究テーマへの関心を膨らます 

１
年
３
月 

複数の担当者がアドバイス  

各グループに対し担当者を配置  

研究グループは流動的 

 

 

グループの担当者だけでなく、他

の担当者が指導できる事柄に対し

てはグループ横断的に指導 

（課題研究担当者8人のチームで

の指導） 

研究開始 

研究グループの 

固定化 

 

 

研究グル

ープの担

当者が中

心に指導 

２
年
４
月 

２
年
５
月
以
降 

運営指導委員、ＳＡがアドバイス  

運営指導委員、ＳＡがアドバイス  

１年生サイエンス入門 

プレ課題研究 課題設定の練習（訓練）2学期～3学期 

研究室訪問 課題研究を行っている２年生のグループを訪問し、各グループから課題研究について説明を受ける。 

課題発見講座 「神戸高校 課題研究」の概要 論文検索の指導 

課題研究に向けて テーマ設定のためのディスカッション グループ編成開始 


